
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域のコミュニティが⾼まります
運営委員会の皆さんで緑化活

動や管理作業を⾏うため、住⺠
の皆さんのコミュニティが⾼ま
ります。 

地域の 
環境・景観・価値 

が⾼まります

緑地協定とは、都市緑地法に基づき、⾃分たちの住むまちの環境
をより良くしていくために、⼟地所有者等の合意によって締結され
る協定です。 

皆さんが決めた協定の内容を市が認可することで、法的な効⼒を
もちます。 

緑地協定には、次の２種類があります。 
●全員協定 地域住⺠の皆さん全員で合意して協定を結びます。 
（45 条） 

●⼀⼈協定 開発事業者が分譲前にあらかじめ協定をつくり、分 
（54 条） 譲が進み、住⺠が住み始めると有効になります。 

緑地協定制度のあらまし

緑地協定のメリット

※本市では、次の９地区で緑地協定
が結ばれています。 

（平成27年3⽉現在）
・⾼野岩畑地区 
・⼤平⽥地区（御園） 
・栗東団地地区（川辺字平葉） 
・栗東ルモンタウン地区（荒張） 
・レークヒル栗東地区（安養寺） 
・上砥⼭川南地区 
・林ニュータウン地区 
・瀬流ニュータウン地区（川辺） 
・トゥルータウン⼩野下茂中地区 

より良い緑の環境をつくり、 
いつまでも快適に暮せる 

良好な市街地環境を⽬指して、 
皆さんのまちでも 

緑地協定制度を活⽤してみませんか？ 

協定を締結した⼀団の区域全体で
緑化を⾏うため、計画的な緑化が図
れ、地域の環境・景観・価値のレベル
が向上します（緑化活動を⾏うにあた
っては、⽀援制度が受けられる場合が
あります）。

地域の緑化活動が円滑に⾏えます
協定に同意した⼈でつくる運

営委員会の設置により、維持管
理の主体が明確となるため、緑
化活動が円滑に⾏えます。 

将来に緑をつなぐことができます
協定を結んだ地区では、⼟地

の所有者が変わっても協定の効
⼒が維持されるため、⻑い期間
にわたって緑豊かな環境を守る
ことができます。 

このリーフレットは、「栗東市緑地協定推進実施要綱」の概要を 
取りまとめたものです。（平成 27年 3月） 

お問い合わせ先 栗東市 建設部 都市計画課 〒520-3088 滋賀県栗東市安養寺一丁目 13-33 
TEL (077)551-0116  FAX (077)552-7000 
E-mail toshikeikaku@city.ritto.lg.jp 

緑地協定の申請・認可の流れ 

申請者（住⺠・事業者） 栗東市 
協定内容の検討 事前相談 

緑地協定に定める内容を皆さんで検討し、市
に事前相談を⾏います。 

協定の内容について助⾔・指導を⾏いま
す。 

事前申請 内容の審査 

本申請に必要となるもの 
①緑地協定認可申請書 
②緑地協定認可書 
③緑地協定同意書 
④緑地協定締結の協議書 

事前相談の内容を踏まえ、緑地協定締結の協議
書を作成し、事前協議の申請を⾏います。 

「緑地協定チェックリスト」に基づき，
内容の審査を⾏います。 

本申請（協定書の作成） 
事前協議の内容を踏まえ、本申請を⾏います。 

関係⼈の公告・縦覧
都市緑地法の規定に基づき、認可申請の

公告を⾏い、緑地協定関係者に対して縦覧
を⾏います。 

公告・縦覧 
認可の公告・縦覧を⾏います。 

認可の審査 
都市緑地法の規定に基づき、認可の審査

を⾏います。 

協議書の締結 
事前審査が整った段階で、市と申請者との間で協議書の締結を⾏います。 

栗東市 都市計画課 検索

認可書の交付
緑地協定書の認可と併せて、申請者に対

して認可書の交付を⾏います。 

認可書の受領 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まちの個性を⾼めるポイント 
まち全体が花や緑で包まれた環境をつくるためには、⼀⼈ひとりの取り組みが重要です。 
ここでは、皆さんのご⾃宅でできる効果的な緑化のポイントを紹介します。 
緑を育てる楽しみを味わいながら、⼼地よく暮せるまちをみんなでつくっていきましょう！

⽞関・ポーチ
⽞関先を花や⽊で飾

り、緑のおもてなしをし
ます。 

住む⼈の⼼が穏やか
になるだけでなく、訪れ
た⼈の⽬も楽しませる
ことができます。 

維持管理しやすいも
のを選ぶのも重要です。

芝⽣
樹⽊を植えない場所で

も、芝⽣で緑化することに
より、より多くの緑の空間
を確保することができま
す。 

⽞関周りや窓辺、ベラ
ンダなどのちょっとし
た空間を上⼿く利⽤し、
プランターやフラワー
ポットで飾ることで緑
豊かな印象を与えます。

緑地協定では、皆さんが協⼒し合い、地域にふさわしい緑化活動を 
継続していくため、次の内容を定めます。 

協定の名称（第４条第１号） 

協定の⽬的となる⼟地の区域（第４条第２号） 
どの範囲を協定の対象とするかを決めましょう。 

※道路などを区域の境界にして、範囲を明確にしてください。 
※公園や学校などの公共施設は対象となりません。 

協定区域内の⼟地所有者等の名称（第４条第３号） 
緑地協定は、対象とする範囲内の⼟地所有者等の全員の⽅の合意が必要です。 

緑化に関する事項（第４条第４号） 
●樹⽊等の種類 

協定地区にふさわしい樹⽊の種類やシンボルツリーなどを決めましょう。 
樹⽊以外に、花や芝などによる緑化も考えましょう。 
維持管理のしやすい樹種を選ぶことも重要です。 

●樹⽊等を植栽する場所 
道路に接する部分など、地域の景観を⾼める上で効果的な場所を優先しましょう。 
列植、群植、刈り込みなどの植栽の⽅法についても配慮しましょう。 
プランターやフラワーポットなどで窓辺に花を飾るのもきれいです。 

●垣または柵の構造 
垣や柵は、⽣垣などにすることで、まちなみに連続性や⼀体感が⽣まれます。 

樹⽊等の維持管理（第４条第５号） 
樹⽊の仕⽴て⽅、剪定や刈り込み、病害⾍防除などの維持管理の⽅法を決めましょう。 
個⼈の造園的な意向を尊重することも重要です。 

修景等施設（第４条第６号） 
フラワーポットや植⽊鉢のほか、ベンチや照明なども上⼿く活⽤しましょう。 

協定の有効期間（第４条第７号） 
協定の有効期間は、認可の公告のあった⽇から１０年が標準とされています。 
有効期間後は、過半数による協定廃⽌の申し出がない限り、協定は更新されます。 

協定に違反した場合の措置（第４条第８号） 
皆さんで決めたルールを守っていきましょう。 
万が⼀、協定を守れなかったときの対策を決めておきます。 

運営委員会 
協定の内容に沿った緑化や維持管理が円滑にできるように、 
協定の運営委員会をつくります。 

緑地協定に定める内容 

⽣ 垣
道路沿いの⽣垣は、災

害に強く、まちなみの美
しさを際⽴たせ、まちな
みに⼀体感や連続性を
与えます。 

花の咲くものや実の
なるものを⽤いること
で、四季の変化も楽しむ
ことができます。 

シンボルツリー
シンボルとなる⽊の

種類を決めて、通りから
⾒えるなど効果的な場
所に植えます。 

まちなみに個性や⾵
格が⽣まれるとともに、
地区のランドマーク（⽬
印）にもなります。 


